
あいちCALS・ITフェアの実施経緯

年度 項目 開催日 場所 参加者 主催 後援

１５年度 約５００名 愛知県建設業協会 なし

2003

１６年度 名古屋建設事業サービス財団 愛知県

2004 約１２００名 愛知県建設業協会 名古屋市

名古屋建設業協会 名古屋高速道路公社

１７年度 愛知県

2005 名古屋市

約１７００名 名古屋高速道路公社

名古屋建設事業サービス財団

名古屋建設業協会

愛知県建設業協会

6/1 あいちＣＡＬＳ・ＩＴ実行委員会設立

１８年度 あいちＣＡＬＳ・ＩＴ実行委員会 国土交通省中部地方整備局

2006 約１２００名 国土地理院(予定）

あいち電子自治体推進協議会

ＣＡＬＳあいち
創刊号

10月1日 小冊子発行 あいちＣＡＬＳ・ＩＴ実行委員会

あいちＣＡＬＳ・ＩＴ実行委員会 国土交通省中部地方整備局

あいち電子自治体推進協議会

約１０００名 協賛団体　　　　４団体

協賛新聞　　　　３社

ＣＡＬＳあいち
第2号

6月1日 小冊子発行 あいちＣＡＬＳ・ＩＴ実行委員会

名古屋市中小
企業振興会館

１９年度
2007

あいちＣＡＬＳ・ＩＴ
フェア２００６
予定

9/7
～9/8

あいちＣＡＬＳ・ＩＴ
フェア２００7
予定

名古屋国際会
議 場

9/25
～26

あいちＣＡＬＳ・ＩＴ
フェア２００５

9/7
～9/8

名古屋市中小
企業振興会館

国土交通省中部地方整備局

委員会正式発足 　　愛知県、名古屋市、名古屋高速道路公社

　　名古屋建設事業サービス財団

　　愛知県建設業協会、名古屋建設業協会

愛知県建設業協
会　内覧会

７/31～
８/１

愛知建設業会
館

あいちＣＡＬＳ・ＩＴ
フェア

9/16
～17 愛知県産業貿

易館



①実行委員会の構成
愛知県、名古屋市
名古屋高速道路公社、（財）名古屋高速道路公社
（社）愛知県建設業協会、（社）名古屋市建設業協会

②実行委員会の役割
　事前： 企画書の確認、フェアへの積極的参画（講演への積極的参加）
　当日： 当日の受付、講演者フォロー、案内その他すべてを実行委員が実施。

終了後： 決算確認、アンケート確認、反省会

③事務局の役割（愛知県建設業協会ＩＴアドバイザー１名が実施）

広報連絡（新聞など）
後援依頼（国土交通省、国土地理院ほか）
講演依頼、講演時配布原稿入手と印刷
参加募集（業者への通知と参加申し込み受付）
案内（関連団体など）
会場設営（企画と業者手配）
展示会社募集と場所の調整、設置指示
パンフレットの作成と印刷依頼
全体がわかる企画書づくり
実施後のアンケート集計、反省会の実施

講演する愛知県の職員自身が受付をしたり、案内をしたり、自ら動くことで安価で
手作りのフェアを実施

平成１５年の初年度は愛知県建設業協会内覧会の形で、愛知県建設業協会主催で中部整備局などの講演を
含め説明会、展示会を実施しました。その結果を踏まえ、国、県市町村のこれからのＣＡＬＳの動きや、それに
かかわるソフト、サービス、ハードウェアの紹介を１度で行うフェア-の必要性を感じ、あいちＣＡＬＳ・ＩＴフェアを
企画、開催することにしました。

しかしながら、フェア開催の予算を他の県と異なり愛知県、名古屋市、関連団体が持っていなかったので、「あ
いちＣＡＬＳ・ＩＴフェア実行委員会」を設立し安価で効率的な手作のフェアの実現をめざしました。
なを事務局は愛知県建設業協会内におきました。



講演風景 ベンダーセミナー

あいちＣＡＬＳ・ＩＴフェア会場風景

愛知県による開催のあいさつ 来場者風景

展示ブ－ス風景（機器、ソフト、サービス） 名古屋市による基調講演



開催パンフレット（2005）



フェア開催に合わせて、小冊子を発行

建通新聞　2004年９月９日


